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学校は学びの場。こんなことは当たり前ですが、それでは「学ぶ」ということはどういうこ

とでしょうか。小学校の先生からこんなお話を聞いたことがあります。

算数の割り算の学習で「『10÷４』はいくつになりますか？たとえば10個のお菓子を４人で分

けるとどうなりますか？そうですね、答えは２あまり２ですね」と子どもたちに説明しました。

そうしたら、ある子どもが手を挙げてこう言ったそうです。

「先生違います。余りは出ません」。「どうしてですか？」と先生が再び尋ねたらその子はこう

続けたそうです。「僕の家では、10個のお菓子を、お父さんとお母さんが２個ずつ、僕と妹で３

個ずつ分けますから、余りは出ません」。

この答えを聞いた先生は、思わず胸がジーンとしたと言いました。算数の答えとしては「10

÷４＝２…２」があくまでも正解であって、余りが出ます。しかし、実生活のなかでは、この

子が答えたように余りが出ないこともあるわけです。そして何よりその先生が感じたのはその

子の家庭の温かさであり、その子の柔軟な思考方法だったと思います。

「学ぶ」ということは「正しい答え」を求めることでもあります。たとえば「１＋１＝２」で

す。１リットルの水と１リットルの水を足せば２リットルになります。ところが同じ「１＋１」

でも答えが２ではなく１になることもあります。１度の水と１度の水を足しても２度の水には

なりません。あくまで１度の水です。この違いは「量」の問題なのか「質」の問題なのかとい

うことです。

正しい答えが１つとは限らないことがこの世の中にはたくさんあります。見方・考え方を変

えただけで、幾通りもの答えが出ることもあります。それどころか「答えがないのも答えの１

つ」ということもあります。また、「人と人との間に必要なのは、正しい答えではなく優しい答

えである」とも言われます。

「学ぶ」ことによって正しい答えが出せると同時に、優しい答えも出せる人間になって欲し

いと思います。

正しい答えと優しい答え 12月４日(水)、毎年ご指導いただいている方にお越しいただき、『絵手紙』を描きました。今年の干支

にちなんで様々な表情の鼠が勢ぞろいです。

１年生にとっては初めての絵手紙教室。初めに先生のたくさんの作品を見せていただいたときには、

その生き生きとした表情の鼠に驚き、とても難しそうに思われました。でも、描き方のコツを丁寧に教

えていただき描いてみると、個性が出た味のある鼠たちができ上がったようです。

夢中になっていろいろな鼠に挑戦し、何枚も描き上げた人もいました。とても楽しいひとときでした。

【１・２月の主な予定 】 ２月

１月 ６日(水) 新入生体験入学

３日(月)学校朝会 １２日(水) ＥＪ Time
８日(水) 始業式・百人一首大会 １４日(金) 神奈川県公立高校

書き初め大会 共通選抜学力検査

９日(木) 給食開始 １７ or１８ 共通選抜 面接

１５日(水) ＥＪ Time ２５日(火) 学年末試験[数・理・社・音]

２０日(月) 生徒朝会 ２６日(水) 〃 [国・英・保体]

２８日(火) 授業研究（数学） ２６日(水) 生徒会活動

２９日(水) 新入生保護者説明会 ２７日(木) 神奈川県公立高校

共通選抜合格発表

※予告なし避難訓練を行う予定です。

※３／２(月) 小中合同お別れ給食

百人一首大会の後は気持ちを引き締めて、書き初め大会です。今日

のために、冬休み前から一人一人が国語の時間に言葉を考え、練習を

重ねてきました。大筆を持ち画仙紙に向かう表情は真剣そのもの。落ち着いた雰囲気の中、みんな集

中して一文字一文字丁寧に取り組んでいました。

完成後、それぞれ自分の作品を手に、その言葉を選んだ理由やこれから頑張りたいことなどについ

て語ってくれました。自分で掲げた目標に向かって頑張ってほしいと思います。この作品は後日、清

川村作品展として巡回展示され、本校体育館にも掲示します。ぜひご覧ください。

新春書き初め大会

毎年恒例の百人一首大会。今年も８日(水)始業式後に行いました。

開始の前に、今年も昨年に引き続き縁起のよい獅子舞が登場しました。

今回は、本校社会科の先生と音楽科の先生との共演演舞の披露となりました。こんなに間近で見るの

は初めての人もいて、予想以上の迫力にちょっと驚きました。

いよいよ本番、上の句が読まれると同時に「ハイッ！」の声が響くチームも

あれば、じっくり眺めてそっと取るチームもありましたが、会場は和気あいあ

いの雰囲気です。なかなか100首覚えるまでにはいきませんが、毎年やっている

うちに聞き馴染みのある歌も増えてきます。そして取れるようになるとさらに

楽しくなってきます。宮ヶ瀬中の生徒にとっては、日本の伝統文化に触れる貴

重な１時間になりました。

新春百人一首大会

12月６日(金)、厚木警察署生活

安全課少年係スクールサポーター

様にご来校いただき、中学生と小

学校の５・６年生を対象に『薬物乱用防止教室』を開催しました。 生

徒はこれまで知識として、「薬物使用によって幻覚が見えたり幻聴が聞

こえたりする」ということや「薬物はいけないもの、怖いもの」とい

う認識はあったようですが、薬物の使用など自分とは全く関係ない世界

の話だと思っている人がほとんどでした。今回薬物乱用の影響やタバコ

・アルコールの害などについても具体的な話をいろいろお聞きし、考え

たことも多かったようです。また後半には、梅津さんと生徒がロールプ

レイを行いました。甘い誘いに乗らないで、自分の身は自分で守れる強

い意志を持つことが大切ですね。


